
現在のサービス事例と
OpenID Connectによる未来

Dec. 2011



自己紹介
• Name
–Taizo Matsuoka（松岡 泰三）

• Works
–2001-2004 @凸版印刷株式会社
–2005- @ヤフー株式会社
–OpenID/OAuth、認証、セキュリティ
等のIdentity関連の業務に従事



事例(1) DeNA様
社員限定/関係者限定



事例(1) DeNA様

• Yahoo!モバゲー
–2010年10月7日グランドオープン
–公開後１年ちょっとで600万登録会員達成！
–国内最大規模のOAuth連携サービス
–Yahoo!の決済API、アドレスブック
API、ソーシャルAPIなどのOAuth対応
APIを利用

–独自シングルログアウトを実装



(2) スクウェアエニックス様

• スクウェアエニックス様「戦国IXA」
–2010年8月9日グランドオープン
–60万登録会員突破



告知！
• 「モンスター×ドラゴン」
–2011年12月5日オープンβ開始予定



事例(3) JCB様,セゾン様
• カード会社様のアカウントとYahoo! 
JAPAN IDを連携するとポイント、ラン
クアップの特典が！（OAuthを利用）



事例(4)キャリア連携
• OAuthによるキャリア連携（Client）
–契約者情報を利用したアカウント登録の
簡易化、携帯電話番号でのログインを可
能に

Androidアプリ「Yahoo!ホーム」2011/11/16公開のバージョン2.5.3以降
・2011年11月時点でソフトバンクモバイル様提供のAndroid端末でのみ利用可能
・携帯電話番号によるログインは、スマートフォン上のブラウザのみから利用可



事例(5) マルチシェア
• 他社OAuthをClientとして利用



OpenID/OAuth活用の現状
1. 既にOAuth（＆API群）がサービス連
携手法のスタンダードになっている

2. OpenID/OAuthのIDPであるだけでな
く、他社OAuthをClientとしても積極
的に活用している

3. 他社連携により自社のアカウント登
録、認証機能の利便性向上を図る施策
を行っている



その一方で、、現状の課題
• セッション同期が不完全
–シングルログアウトが標準化されてない

• 認証／認可のプロトコル差異が大きい
–OpenIDからOAuthへ移行する際にパー
トナーサイト側の負担が大きい

• 認証レベルが選択できない
–外部サービス上で決済等を行う際に、必
要に応じて認証レベルを変えられない



OpenID Connectで解決！
• Session Management
‒ シングルログアウトが正式にサポートされる

• ID連携からの拡張が容易
‒ OAuth2.0ベースなので、ID連携からより深
いサービス連携へのアップデートが簡単に

• Level of Assurance
‒ パートナー企業様がYahoo!ウォレットで決
済を行う時に、オプションで高度認証を選択
できる



ユースケース
社員限定/関係者限定

認証プロバイダ＝Yahoo! JAPAN
決済プロバイダ＝キャリア
属性・ソーシャルグラフプロバイダ＝mixi様
Client＝ECサイト Yahoo!

キャリア

認証

決済

属性・友達
Consumer

商品購入

配送先住所 メールアドレス

Yahoo!ウォレット

Googleアカウントでログイン
ECサイト

mixi様

ソーシャルグラフ

ソーシャルコマースを展開

さらに購入アクティビティをmixi側へ送信



今後の期待(1)
• キャリアがOpenID Connectサポート
‒MMSを持ってる
‒携帯電話番号も持ってる
‒正確な住所情報も持っている
‒キャリア決済も便利

※提供はもちろんユーザー同意が前提で



今後の期待(2)
• エンタープライズでの利用拡大
–「認証」だけ切り出して、認証プロバイ
ダとしてIDPを利用する

–「アクセス先はイントラだけど、認証は
いつも使っているWebサービスで」の
世界を実現

–認証プロバイダは高度認証のサポートが
必然になる



予告

OpenID Connect/OAuth2.0
を来年サポートします！


